
家畜衛生だより 

 

～下牧後の管理について～   
 

３週間は粗飼料中心に 
 

 急激な飼料変更は下痢の原因になります。 
 

下牧後 3週間くらいは乾草などを中心に与え、 

配合飼料は徐々に増やしましょう。 

 新鮮な水も常に飲めるようにしてあげましょう。 
 

 

日光浴や運動を 
 

環境急変のストレスを軽減するため、 

できるだけ野外に出して日光浴や運動をさせましょう。 
 

 

繁殖検診、ダニ・真菌症・寄生虫治療などを 
 

 妊否不明のまま下牧した牛については、できるだけ早く 

受胎確認をしましょう。 
 

ダニや、皮膚糸状菌、コクシジウム、牛乳頭腫などに   

感染していたら、隔離して早めに駆除・治療しましょう。 

 

移動届はお早めに 

 

（独）家畜改良センターへ 

放牧場から畜舎への移動届けはお早めに！ 

 

 
 

下牧後は、調子を崩しやすい時期です。 

注意深く観察し、牛の健康を保ちましょう。 

帰りたくないよ～！ 
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